
PA73 教心第 58 回総会（2016) 

― 208 ― 

コミュニケーション・ネットワークからみる 
いじめの実態と学校対応の分析 

高橋知己（上越教育大学） 

キーワード：いじめの実態，学校対応，コミュニケーション・ネットワーク 
 
問題の所在と研究の目的 2015年に行われた日本

教育心理学会総会時におけるポスター発表におい

て，少なくともタイトルに「いじめ」が入ってい

る研究は10本を数え，それ以外にもＢ-Ｐプロジェ

クトなど多くの取り組みが行われているが，学校

現場ではなお多くの児童生徒がいじめ被害にあっ

ており実践と研究の有用な知見が求められている。

そこで本研究においては，いじめの実態調査をも

とにしながら，コミュニケーション・ネットワー

クという視点からいじめの実態についての分析と

学校対応について検討することを目的とする。 

調査方法及び実施時期 大学２～３年生及び大学

院生を対象に，2015年６月に，過去のいじめの直

接的・間接的経験を想起してもらい，その時の学

年，被害者の性別，事例の実態（仮名），対応した

教師，改善の度合い等について報告を求めた。そ

の際に，倫理的な配慮について説明した上で協力

してくれた210事例について分析の対象とした（回

収率77％）。 

結果及び考察 

表１ 事例のカテゴリー 事例数 

１ 言語的 98 

２ 社会ネットワーク的 146 

３ 身体的 24 

４ 強要的 34 

５ 性的 4 

（複数選択可） 計 306 

表２ いじめ発生時の対応者（％） 

担任のみ 37.6 

担任+それ以外 30.0 

わからない 30.5 

回答不明 1.9 

 

 報告された事例を分類するために，表１のよう

なカテゴリーを設定した結果，無視や仲間はずれ

などの「社会ネットワーク的」いじめが最も多か

った。また，いじめ発生時の対応者は，全210事例

において「担任のみ｣「担任+それ以外の教師」「（誰

が対応したか）わからない」がほぼ同じ割合であっ

た（表２及び図１）。 

 

表３ 改善したいじめ事例での対応者（％） 

担任のみ 53.5 

担任+それ以外 40.8 

わからない 4.2 

回答不明 1.4 

 

 一方で71事例あった「いじめが改善した」とさ

れる事例においては，「担任のみ」「担任＋それ以

外」と，対応者の存在がはっきり認知されていた

ことがわかる（表３）。 

 いじめ事例への対応については，初期対応とし

てはコミュニケーション・ネットワークに関連す

るいじめが多く，教師はある意味表面的には気づ

きにくいいじめへの注意が必要である。いじめ発

生時には担任を含めた複数教師の対応が効果的で

あることが示唆される。 

 （本報告の一部は，科学研究費助成事業基盤研究(c)）課

題番号15K04487研究代表者高橋知己の助成を受けた)。 
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図1 いじめ発生時の対応者の割合

(%)

担任のみ 担任+それ以外
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